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法
の
適
用
野
昌
Y台
裁
判
官
は
法
の
適
用
者
で
あ
る
。
裁
判
官
は
独
立
し
て
裁
判
を
行
い
他
の
機
関
の
指
図
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
h
p
同
件
。
吋
〉
Z
H
の
の
〉
、
こ
の
裁
判
官
の
裁
判
に
関
す
る
独
立
性
は
裁
判
官
の
地
位
の
保
障
に
よ
っ
て
保
障
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
が
在
任
中
に
受
け
る
高
額
の
報
酬
に
よ
っ
て
裁
判
官
の
独
立
性
が
強
化
さ
れ
る
も
の
で
な
い
ハ
1
〉。
(
憲
法
第
七
六
条
、
裁
判
官
裁
判
官
は
法
律
に
直
接
規
定
し
な
い
生
活
現
象
に
つ
い
て
も
判
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
成
文
法
の
規
定
の
意
味
の
不
明
瞭
又
は
不
完
全
若
し
く
は
規
定
な
き
こ
と
を
理
由
と
し
て
裁
判
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
(
と
。
-
出
色
ロ
巴
n
F
F
m
ロ
m
p
回
の
回
〉
ロ
m
o
g
巳
ロ
ぬ
吋
吋
巳
r
N
K
F
C
巴
-m・旬、吋
憲
法
第
七
八
条
は
裁
判
官
の
地
位
を
保
障
し
、
同
第
八
O
条
第
二
項
は
裁
判
官
の
報
酬
を
保
障
す
る
が
報
酬
の
保
障
は
裁
判
官
の
任
務
の
独
立
性
に
は
本
質
的
関
係
を
有
し
な
い
。
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∞
。
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0
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句
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叶
巴
}
品
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ω
回
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回
、
国
内
田
・
「
ω・
N
。hv
ニ
法
の
適
用
は
法
が
実
際
上
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
具
体
的
生
活
事
実
を
法
の
規
範
に
当
て
は
め
て
法
的
価
値
を
判
断
す
る
思
考
の
作
用
で
あ
る
。
法
の
適
用
は
通
常
裁
判
上
の
適
用
a
R
F
Z
H
B岳
gm)
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
裁
判
外
に
お
け
る
法
の
適
用
突
き
g
-
R町内リ
H
M
O
河
内
清
F
Z
1
z
m
o
)
が
あ
る
。
例
え
ば
登
記
官
吏
公
証
人
等
の
職
務
の
行
使
に
つ
い
て
事
実
に
対
す
る
法
的
価
値
法
o 
適
用
東
洋
法
学
四
判
断
が
な
さ
れ
る
(
三
。
。REω1d『
g
m
o
p
問。
nvElgar-8注目。
g
a
冨
z
g
e
z
m
F
U・
〉
丘
-m・
5
。
法
の
適
用
に
は
法
律
問
題
(
同
R
V宮
町
削
拓
也
と
事
実
問
題
(
、
ロ
ロ
smo)
と
が
あ
る
。
法
律
問
題
に
つ
い
て
は
法
の
選
択
、
法
規
の
検
索
及
び
確
定
し
た
る
具
体
的
生
活
事
実
を
判
決
規
範
に
当
て
は
め
て
断
案
を
下
す
思
考
の
作
用
a
c
z
g丘
g
ぇ
gmo)
を
包
含
す
る
。
事
実
問
題
は
法
規
が
一
般
抽
象
的
に
定
む
る
法
律
要
件
に
該
当
す
る
生
活
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
1
法
律
要
件
に
該
当
す
る
事
実
関
係
の
確
定
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
民
事
訴
訟
法
の
定
む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
律
上
の
擬
制
(
m
g
o
Rロ
岳
o
E
W位
。
ロ
)
に
よ
り
実
際
に
程
在
し
な
い
事
実
が
真
実
な
り
と
看
倣
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
(
民
一
九
、
一
三
、
一
一
回
、
〉
2
・
S
回
の
回
等
)
。
事
実
の
確
定
は
合
理
的
に
な
さ
れ
る
事
を
要
す
る
か
ら
実
験
則
(
〈
0
5
5同
g
n
F
E
8
0〉
が
適
用
さ
れ
る
(
4
)
。
事
実
の
認
定
に
実
験
則
の
適
用
あ
る
こ
と
は
我
国
の
判
例
も
認
め
る
。
犬
審
院
判
例
に
よ
れ
ば
山
林
の
立
木
買
受
当
時
山
林
の
要
所
に
樹
皮
を
削
り
自
己
の
刻
印
を
施
し
人
夫
を
使
役
し
立
木
を
伐
採
す
る
た
め
山
林
中
数
個
所
に
小
屋
掛
を
な
し
て
自
己
の
所
有
を
明
認
せ
し
め
得
る
公
示
方
法
を
採
り
た
る
も
、
そ
の
所
有
権
取
得
後
約
三
年
の
期
間
を
経
過
し
た
る
後
他
人
が
該
山
林
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
る
が
、
こ
の
抵
当
権
取
得
の
当
時
ま
で
右
公
示
方
法
が
残
存
し
た
り
や
否
や
は
実
験
則
上
判
定
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
な
し
、
前
記
立
木
買
受
当
時
公
一
示
方
法
が
な
さ
れ
た
る
こ
と
を
認
定
し
て
抵
当
権
者
に
対
し
右
立
木
の
所
有
権
を
対
抗
せ
し
む
る
旨
判
示
し
た
る
こ
と
は
理
由
不
備
叉
は
実
験
則
を
不
当
に
適
用
し
た
る
違
法
が
あ
る
、
と
す
る
。
(
犬
審
院
判
例
集
一
O
巻
九
号
五
九
八
頁
)
2 
法
の
時
間
的
場
所
的
性
質
的
競
合
叉
は
抵
触
(
N
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5
r
F
0
3
3ロ
E
ロ
各
O門
戸
時
庄
の
F
R
問
。
ロ
-
a
R
O
R
a
R
問。
-rzロ)
の
場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
法
か
ら
判
決
規
範
を
も
と
む
べ
き
か
に
つ
い
て
法
の
選
択
(
巧
ω匡
)
が
な
さ
れ
る
。
法
規
の
時
間
的
競
合
の
場
合
に
は
新
法
と
旧
法
の
適
用
の
問
題
を
生
ず
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ロ
l
γ
法
の
FOM
旬。
ωぽ
止
。
品
。
円
。
問
主
Hom片
岡
】
止
。
丘
二
日
旬
。
ω件。ュ
2
m
g
R色
町
問
。
ロ
円
四
o
g
m己
目
。
問
問
者
。
巳
創
出
の
原
則
が
一
般
に
認
め
ら
れ
る
。
所
謂
法
律
不
遡
及
の
原
則
は
法
律
適
用
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
法
律
が
自
ら
遡
及
力
あ
る
こ
と
を
規
定
す
る
か
又
は
新
法
が
遡
及
力
な
く
し
て
は
法
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
限
り
例
外
と
し
て
遡
及
力
を
有
す
る
(
丹
)
。
問
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ロ
ロ
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・
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8
民
法
施
行
法
第
一
条
、
商
法
施
行
法
第
一
条
は
法
律
不
遡
及
の
原
則
を
規
定
す
る
。
法
の
場
所
的
競
合
は
地
域
的
競
合
(mgmg匂
E
R
H再
開
。
ロ
即
位
。
ロ
)
と
国
際
私
怯
(
町
民
R
E氏
。
ロ
巳
g
p
z
m片
足
。
宮
)
の
問
題
に
岐
れ
る
。
裁
判
官
は
法
の
場
所
的
競
合
の
場
合
に
は
法
を
選
択
し
、
そ
の
選
択
し
た
る
法
に
含
ま
れ
る
法
規
か
ら
判
決
規
範
を
抽
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
圏
内
法
の
地
域
的
競
合
に
つ
い
て
は
地
域
法
は
一
般
法
に
優
先
す
る
。
H10の
F
F
ω
宮
内
田
仲
代
。
。
宮
σユ
の
宮
HLω
ロ弘同
.
0
n
F
F
H
L何回ロ円四円ゅの伊丹
σユ
の
廿
仲
間
0
5
0山口
g
同
ゅ
の
宮
=
ー
に
よ
っ
て
一
一
般
に
認
め
ら
れ
る
(
日
)
。
こ
の
原
則
は
有
名
な
法
諺
l
=
巧
ロ
P
R
可
向
。
宮
ω宮内山ゲ
多
数
の
国
家
間
に
お
け
る
私
法
が
問
題
と
な
っ
た
と
き
は
国
内
法
た
る
国
際
私
法
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
各
国
家
は
そ
の
国
の
法
と
裁
判
官
に
よ
っ
て
、
国
内
法
に
特
別
に
定
め
ら
れ
た
る
場
合
に
お
い
て
の
み
、
外
国
法
を
適
用
す
る
制
度
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
我
国
は
法
例
第
三
条
以
下
に
こ
れ
を
規
定
す
る
。
。ω2
2
1
d〈
g
m
o
p
ω
・
E
u
n
。g
岳、
ω
・
ω吋
国
巴
ロ
止
の
宮
戸
mw
ロ
m
p
切
・
。
。
審
法
第
九
五
条
は
地
域
的
に
適
用
さ
れ
る
法
律
の
制
定
に
つ
き
定
め
る
。
法
の
性
質
的
競
合
は
同
時
に
同
地
域
に
数
個
の
法
が
競
合
す
る
場
合
に
生
ず
る
。
こ
の
場
合
に
は
各
法
の
目
的
内
容
に
従
っ
て
そ
の
法
の
適
用
一五
東
洋
法
学
ニハ
法
の
包
含
す
る
規
範
を
評
価
し
て
適
用
の
順
序
を
定
め
る
。
競
合
に
つ
い
て
は
特
別
法
は
普
通
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
の
評
価
に
よ
っ
て
普
通
法
と
特
別
法
に
区
別
せ
ら
れ
る
。
こ
の
法
の
(
F
o
u
n
ω
何
百
一
の
宮
-
宮
島
0
5
m
m
5
F包
問
。
ロ
R
包
む
こ
と
を
原
則
と
す
る
(
7
)
。
3 
民
法
と
商
法
と
は
普
通
法
と
特
別
法
の
関
係
に
あ
る
、
商
法
第
一
条
は
こ
の
適
用
の
原
則
を
認
め
た
0
4
E・
N
・
回
・
盟
国
内
の
・
N
C
自
国
の
回
・
〉
同
件
、
N
法
の
審
査
(
閃
ユ
t
w
)
成
文
法
の
文
言
を
正
確
に
認
識
す
る
事
は
法
規
の
検
索
に
必
要
で
は
あ
る
が
、
近
代
法
治
国
家
に
お
い
て
は
成
文
法
の
発
現
に
は
一
定
の
方
式
を
必
要
と
し
、
公
布
せ
ら
れ
た
る
法
律
の
文
言
は
一
般
に
正
確
な
も
の
と
認
め
得
る
か
ら
、
ロ
。
。
弓
ロ
ω
〕
ロ
ユ
ω
の
芝
山
ロ
ω
に
あ
り
て
は
文
言
の
異
な
る
多
数
の
文
献
ー
マ
法
に
お
け
る
如
く
法
の
審
査
の
問
題
は
重
要
性
を
失
っ
た
。
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
正
確
な
る
文
言
を
検
討
す
る
こ
と
が
法
規
の
検
索
の
重
要
な
る
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
立
法
機
関
の
過
失
に
よ
っ
て
制
定
法
の
文
言
に
誤
謬
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
文
言
の
訂
正
は
新
立
法
に
よ
っ
て
な
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
公
布
機
関
の
一
過
失
に
よ
っ
て
誤
ま
れ
る
文
言
を
以
っ
て
公
布
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
機
関
の
単
な
る
訂
正
行
為
に
よ
っ
て
法
律
の
文
言
の
正
確
が
保
た
れ
る
、
そ
の
い
ず
れ
の
原
因
に
よ
っ
て
文
言
の
誤
謬
が
発
生
し
た
る
か
を
問
わ
ず
、
制
定
法
の
文
言
が
訂
正
さ
れ
な
い
と
き
に
お
い
て
は
法
の
適
用
者
は
解
釈
の
方
法
に
よ
っ
て
法
規
の
正
当
な
る
意
味
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
8
)
。
8 
何
言
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。
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2
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法
の
解
釈
(の
2
0件
N
O
S
E
-
o
m
g
m
)
法
は
一
般
抽
象
的
な
法
規
を
以
て
生
活
現
象
を
規
律
す
る
。
法
の
適
用
は
生
活
現
象
た
る
具
体
的
法
律
要
件
を
一
般
抽
象
的
な
法
規
に
当
て
は
め
て
法
律
上
の
効
果
を
推
論
す
る
思
考
の
作
用
で
あ
る
か
ら
、
適
用
し
得
べ
き
判
決
規
範
を
法
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
は
事
実
の
確
定
と
共
に
裁
判
形
成
上
の
要
件
で
あ
る
。
具
体
的
同
種
の
生
活
現
象
は
同
一
の
法
規
に
よ
っ
て
規
律
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
法
の
本
質
た
る
瓦
義
に
合
致
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
に
包
含
せ
ら
れ
る
法
規
の
意
味
を
明
瞭
に
し
な
け
れ
ば
法
か
ら
判
決
規
範
を
抽
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
規
の
意
味
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
は
法
の
解
釈
問
題
で
あ
る
。
法
の
解
釈
は
慣
習
法
に
お
い
て
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
慣
習
法
は
そ
の
発
現
と
同
時
に
一
般
に
行
わ
れ
て
、
意
味
が
明
瞭
と
な
っ
て
お
る
か
ら
、
慣
習
法
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
そ
の
容
否
で
あ
っ
て
、
そ
の
解
釈
で
は
な
い
。
従
っ
て
法
の
解
釈
の
問
題
は
成
文
法
(
の
gmw同
月
間
ゅ
の
宮
)
に
お
い
て
特
に
研
究
せ
ら
れ
る
。
法
の
解
釈
は
法
に
包
含
せ
ら
れ
る
法
規
の
意
味
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
は
発
現
と
同
時
に
客
観
的
独
立
の
春
在
性
を
有
す
る
か
ら
、
法
の
解
釈
は
法
規
が
客
観
的
に
有
す
る
意
味
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
立
法
者
が
意
識
し
た
る
意
味
と
異
な
る
の
で
あ
る
。
叉
法
規
の
意
味
は
制
定
時
に
お
け
る
意
味
で
は
な
く
法
の
発
展
し
た
る
現
時
に
お
け
る
客
観
的
窓
味
で
あ
る
か
ら
、
文
化
の
進
歩
と
社
会
的
経
済
的
発
展
の
状
態
の
も
と
に
お
い
て
合
目
的
的
に
定
ま
る
の
で
あ
る
(30
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ω・
]
F
J
1
ω
開
ロ
ロ
ぬ
れ
わ
ゆ
2
Z
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岡
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問
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ロ
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山
W
A
凶
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。
m
m
A
H
M
円、
ω
-
N品。
法
の
解
釈
と
私
法
上
の
意
思
表
示
の
解
釈
と
は
本
質
的
に
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
法
の
解
釈
と
意
思
表
示
の
解
釈
と
同
一
な
る
性
質
を
有
す
と
解
す
る
も
の
は
法
の
解
釈
を
以
て
立
法
者
の
意
思
を
探
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
意
思
表
示
の
解
釈
は
表
意
者
の
意
思
を
法
o 
適
間
七
京
洋
法
p凶』
寸ー
J'、
探
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
説
く
。
し
か
し
立
法
機
関
は
各
個
人
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
て
お
る
か
ら
各
個
人
の
意
思
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
の
解
釈
を
人
的
観
念
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
く
て
個
人
の
意
思
を
探
究
し
て
も
統
一
し
た
る
一
個
の
意
思
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
思
w
w
R
は
立
法
権
の
人
格
化
9
0
5ロ
S
E
t
g
含
m
3
R問
中
成
文
法
σ
R同一
ωの
F
R
P
の
mM431)
の
観
念
を
考
え
、
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
法
の
解
釈
に
資
せ
ん
と
し
た
(
叩
)
。
し
か
し
こ
の
立
法
権
の
人
格
化
の
観
念
は
思
想
上
有
益
な
る
産
物
で
あ
る
が
、
こ
の
観
念
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
法
の
解
釈
は
法
に
包
含
す
る
法
規
の
客
観
的
意
味
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
立
法
者
の
意
思
を
も
と
め
る
も
の
で
な
い
。
図
。
】
円
w
o
p
司
釦
B
a
o一W4町
内
川
一
口
、
岡
-
m・
問
。
意
思
表
示
の
解
釈
に
よ
っ
て
も
と
め
ん
と
す
る
表
意
者
の
意
思
は
表
示
上
の
効
果
意
思
な
り
や
内
心
的
効
果
意
思
な
り
や
に
つ
い
て
異
説
あ
る
が
、
表
示
上
の
効
果
意
思
な
り
と
す
る
通
説
を
E
当
と
す
る
。
内
心
的
効
果
意
思
は
純
然
た
る
精
神
作
用
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
問
。
同
MJE一円凶打。
gゎ
F
m
-
M品
。
)
成
文
法
が
構
成
と
表
現
に
お
い
て
完
全
で
あ
る
な
ら
ば
法
規
の
意
味
は
文
法
上
の
解
釈
で
明
瞭
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
各
規
定
の
不
統
一
と
法
文
用
語
の
不
用
意
は
通
常
免
れ
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
規
範
の
内
容
を
完
全
に
表
現
す
る
こ
と
は
立
法
技
術
上
不
可
能
の
こ
と
に
属
す
る
、
ぞ
れ
故
に
各
種
の
解
釈
方
法
を
必
要
と
す
る
所
以
で
あ
っ
て
、
論
理
解
釈
若
し
く
は
科
学
的
解
釈
の
方
法
が
行
わ
れ
る
。
科
学
的
解
釈
は
論
理
的
要
素
を
強
調
し
感
情
的
観
念
か
ら
の
解
放
を
も
と
め
る
(
己
。
出
。
山
口
止
の
F
F
m目
的
P
ω
・
。
日
法
の
解
釈
に
つ
い
て
重
要
な
る
こ
と
は
、
成
文
法
に
包
含
せ
ら
れ
る
各
法
規
は
そ
の
目
的
と
内
容
に
従
っ
て
、
完
全
に
統
一
し
た
る
思
想
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
て
お
る
も
の
と
し
て
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
が
統
一
休
で
あ
る
と
い
う
思
想
は
法
の
解
釈
に
お
け
る
必
要
な
根
本
観
念
で
あ
る
。
各
法
規
の
明
文
相
互
の
聞
に
春
在
す
る
外
観
的
矛
盾
も
精
密
に
検
討
す
る
と
き
は
実
質
的
に
は
矛
盾
に
あ
ら
ず
し
て
、
各
法
規
の
間
に
統
一
し
た
る
法
則
の
在
在
す
る
こ
と
を
解
釈
に
よ
っ
て
認
識
し
得
る
。
例
え
ば
法
律
行
為
の
方
式
に
関
す
か
ら
は
法
律
行
為
の
方
式
自
由
に
関
す
る
る
規
定
(
民
法
の
書
面
に
よ
る
贈
与
、
遺
書
に
関
す
る
規
定
〉
2
・
出
ω、日∞、
J
3
9
u
a。
回
の
回
〉
原
則
に
矛
盾
す
る
法
則
を
推
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
法
が
或
法
律
行
為
は
そ
の
性
質
上
慎
重
且
つ
明
確
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
、
方
式
の
強
制
に
よ
っ
て
思
慮
な
き
行
為
の
な
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
叉
強
制
履
行
を
許
さ
な
い
規
定
(
民
法
婚
姻
予
約
に
基
ず
く
権
利
、
〉
ユ
・
。
g
h。
ド
ロ
ミ
回
の
回
)
か
ら
は
私
権
保
護
に
関
す
る
原
則
に
矛
盾
す
る
法
則
を
推
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
私
権
の
強
制
履
行
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
法
律
行
為
は
一
般
に
無
式
で
あ
り
、
私
権
は
裁
判
上
保
護
さ
れ
る
こ
と
の
原
則
に
対
し
例
外
の
規
定
の
容
す
る
こ
と
は
、
一
般
原
則
と
矛
盾
す
る
法
則
の
存
在
と
は
な
ら
な
い
で
、
一
般
原
則
に
対
す
る
特
則
の
存
在
で
あ
る
。
法
の
原
則
を
容
易
に
発
見
し
得
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
成
文
法
は
統
一
体
を
形
成
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
各
規
定
巴
共
通
す
る
特
徴
(
冨
R
W自
己
σ)
か
ら
演
縛
し
て
原
則
は
発
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
原
則
を
演
縛
す
る
材
料
た
る
法
規
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
程
、
原
則
は
容
易
に
且
つ
正
確
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
反
し
て
法
規
の
数
が
少
け
れ
ば
少
い
ほ
ど
、
法
規
の
包
含
す
る
特
徴
は
看
過
せ
ら
れ
や
す
く
、
こ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
か
ら
、
原
則
の
発
見
は
困
難
と
な
り
不
正
確
た
る
を
免
れ
な
い
。
こ
れ
は
論
理
の
法
則
の
一
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
法
の
一
般
原
則
が
抽
出
さ
れ
た
と
き
、
一
般
原
則
と
矛
盾
す
る
内
容
の
規
定
に
つ
い
て
も
同
様
の
方
法
に
よ
り
例
外
の
法
則
を
抽
出
し、
ζ
れ
を
一
般
原
則
と
調
和
せ
し
め
て
効
呆
の
合
理
性
を
も
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
方
法
に
お
い
て
法
の
解
釈
が
な
さ
れ
た
と
き
個
人
の
認
識
し
な
か
っ
た
法
則
が
発
見
で
き
、
成
文
法
の
表
現
す
る
と
こ
ろ
よ
り
も
合
理
的
な
も
の
が
得
ら
れ
、
現
行
法
が
疑
問
な
く
解
釈
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
見
解
に
関
し
て
は
学
説
の
殆
ん
ど
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
説
明
に
つ
い
て
表
現
の
方
法
を
異
法
<D 
適
用
九
京
津
法
学
四
0 
に
す
る
の
み
で
あ
る
8
1
12 
巴
m
a
N、
〉
c
m】
o
mロ白血刷
d
『
。
ロ
関
空
日
開
H4庁
ωmomnF以内件。目、
ω
・
H
A可
ω
1
円
¢
吋
H
F
〉
=moHMmwEOH
吋
ゆ
即
日
、
ω・
ミ
司
】
釦
翌
日
目
円
、
問
。
自
B
o
s
S同
N
Eロ
聞
の
回
、
ω
・
ωH
回
虫
色
品
目
、
〉
=
m
o
g
o山口
O同
吋
o口、
ω・
g
uoHHM-ucnvFOFZUHHnMM
色。
ω
ザ
ロ
同
m
o
z
r
M
M
O口
問
。
両
日
開
M件
、
同
-
m
-
一志
法
の
欠
陥
(EHの
wmw一
ロ
山
口
同
河
め
の
伊
丹
〉
法
に
不
備
欠
陥
あ
り
や
否
ゃ
に
つ
い
て
は
学
説
が
岐
れ
る
が
、
成
文
法
に
欠
陥
あ
り
と
解
し
、
そ
の
欠
陥
は
法
則
の
発
見
(
同
-RFZ片
山
口
弘
ロ
ロ
間
)
に
よ
り
梢
充
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
解
す
る
。
し
か
し
そ
の
法
則
の
発
見
が
法
の
創
造
(
同
R
F
Z
R宮内向
g
m〉
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
は
理
論
上
賛
同
で
き
な
い
。
裁
判
官
は
法
の
適
用
者
で
あ
っ
て
、
立
法
者
で
裁
判
官
が
法
の
欠
陥
を
補
充
す
る
た
め
に
発
見
し
た
る
判
決
規
範
(
開
ロ
gnFEgmω85)
は
法
の
解
5 は
な
い
か
ら
で
あ
る
お
)
。
釈
に
よ
っ
て
具
体
的
生
活
現
象
に
適
用
す
べ
き
法
則
を
法
か
ら
抽
出
し
た
の
で
あ
る
。
図。目白一円仙の
MMFω
ロ
m
o
i
m
・。
法
に
不
備
欠
陥
な
し
と
す
る
説
に
よ
れ
ば
、
法
は
一
般
抽
象
的
に
生
活
現
象
を
規
定
し
、
法
規
の
文
言
は
弾
力
性
に
富
み
相
対
的
概
念
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
或
生
活
現
象
に
一
定
の
法
律
上
の
効
果
を
付
す
る
こ
と
が
実
生
活
の
必
要
上
適
当
な
り
と
見
ら
る
る
場
合
に
は
、
実
定
法
か
ら
一
般
類
推
を
以
て
判
決
規
範
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
法
の
欠
陥
と
見
ら
れ
る
も
の
は
表
現
的
欠
陥
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
法
の
解
釈
は
社
会
の
実
状
正
義
公
平
の
観
念
と
結
果
の
当
不
当
等
を
顧
慮
し
、
実
生
活
に
適
合
す
る
規
範
を
も
と
む
る
こ
と
に
あ
る
が
、
実
生
活
の
現
状
に
於
て
所
謂
解
釈
の
方
法
を
以
て
し
て
も
、
或
現
象
を
規
律
す
る
に
つ
き
疑
問
の
容
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
又
一
般
類
推
に
よ
っ
て
判
決
規
範
を
抽
出
し
得
る
も
、
そ
の
判
決
規
範
は
或
具
体
的
生
活
現
象
に
の
み
適
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
同
一
の
具
体
的
生
活
現
象
に
対
し
別
個
の
規
範
が
適
用
さ
れ
得
る
こ
と
は
理
論
上
当
然
で
あ
り
、
実
際
上
も
免
れ
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
て
法
律
上
の
不
安
は
現
実
に
容
在
す
る
。
こ
れ
が
法
の
欠
陥
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
説
は
観
念
論
に
す
ぎ
な
い
。
も
し
成
文
法
に
欠
陥
な
し
と
す
る
な
ら
ば
新
立
法
に
よ
る
法
律
の
改
E
は
殆
ん
ど
必
要
を
見
な
い
で
あ
ろ
う
。
成
文
法
の
欠
陥
は
常
に
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
る
。
意
識
的
に
は
疑
問
の
解
決
を
法
学
と
裁
判
に
委
ね
た
場
合
で
あ
り
、
無
意
識
に
は
疑
問
の
解
決
を
過
失
に
よ
り
看
過
し
た
場
合
で
あ
る
。
叉
成
文
法
の
制
定
後
に
お
け
る
生
活
現
象
の
変
更
に
よ
り
発
生
し
た
問
題
で
あ
る
た
め
解
決
を
困
難
若
し
く
は
不
能
と
す
る
場
合
も
あ
る
白
)
。
そ
の
欠
陥
は
立
法
機
関
に
よ
っ
て
、
意
識
的
若
し
く
は
無
意
識
的
に
な
さ
れ
M
開
盟
国
2
2
2
M
ω
z
q宮
山
内
問
。
旬
、
∞
-
N
S
国
旦
ロ
立
の
何
回
Fmw
ロ
m
p
m・。印
6 
所
謂
類
推
は
こ
の
法
則
発
見
に
関
す
る
思
考
の
作
用
で
あ
る
。
類
推
は
成
文
法
の
表
現
的
内
容
(ω
各
巳
ロ
σ
R
B
H
D何
百
戸
同
色
。
ω
の
2
2
8め
〉
を
超
過
し
て
適
用
範
囲
の
広
い
規
範
類
推
(
〉
出
色
。
間
目
。
)
法
の
不
備
欠
陥
は
法
則
の
発
見
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。
を
発
見
し
て
法
の
欠
陥
を
補
充
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
一
個
の
法
規
の
表
現
す
る
概
念
(
問
。
m
江
氏
)
を
広
い
範
囲
の
概
念
に
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
(
N
・
回
-m片
山
芹
∞
何
百
一
HMOhcommw一口
ω
gロ仏
U
ω
S芹
問
。
。
z
mロ
己
免
∞
ωnFOHω
一
回
目
。
同
ゅ
の
宮
ωσφ
N
r
w
F
g
m
8
5
〈
2
5
=
E
ω
N
Z円
∞
R
F
O
)
叉
は
数
個
の
法
規
若
し
く
は
成
文
法
全
体
の
規
定
か
ら
法
の
原
則
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
一
個
の
法
規
か
ら
な
さ
れ
る
類
推
は
個
別
類
推
(
の
8
2
N
o
gロ
色
。
位
。
)
に
し
て
我
国
判
例
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
a
z
法
の
適
用
四
東
洋
法
学
四
日
a
地
方
慣
習
法
に
よ
り
温
泉
専
用
権
が
肯
認
さ
れ
る
以
上
は
、
こ
の
種
の
権
利
の
性
質
上
民
法
第
百
七
十
七
条
の
規
定
を
類
推
し
、
第
三
者
を
し
て
其
の
権
利
の
変
動
を
明
認
せ
し
む
る
に
足
る
べ
き
特
殊
の
公
示
方
法
を
構
ず
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
こ
れ
を
以
て
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
を
得
な
い
(
犬
審
院
判
例
集
一
九
巻
一
九
号
一
六
一
八
頁
〉
。
温
泉
専
用
権
は
長
野
県
松
本
地
方
に
お
け
る
所
謂
湯
口
権
で
あ
っ
て
、
温
泉
湧
出
地
か
ら
引
湯
使
用
す
る
一
種
の
物
権
的
権
利
に
し
て
通
常
原
流
地
の
所
有
権
と
は
独
立
し
て
処
分
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
処
分
は
意
思
表
示
の
み
を
以
て
な
さ
れ
る
地
方
慣
習
法
が
あ
る
。
右
判
例
は
民
法
第
百
七
十
七
条
か
ら
権
利
変
動
に
関
す
る
公
示
方
法
の
法
則
を
抽
出
し
て
適
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
慣
習
上
の
物
権
は
品
目
白
也
rvo
同
2
Z
に
属
す
る
も
の
と
解
す
る
が
、
そ
の
性
質
に
つ
き
議
論
あ
る
も
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
o
b
銀
行
が
預
金
者
と
相
謀
り
預
金
債
権
者
に
あ
ら
ざ
る
他
人
名
義
の
預
金
通
帳
を
交
付
し
た
る
と
き
は
、
右
通
帳
の
名
義
人
か
ら
善
意
に
て
預
金
債
権
を
譲
受
け
た
る
第
三
者
に
対
し
、
通
帳
の
記
載
の
虚
偽
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
預
金
払
戻
の
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
仮
装
行
為
を
敢
て
し
た
る
銀
行
が
善
意
の
第
三
者
に
対
し
真
の
債
権
者
は
他
人
に
し
て
預
金
名
義
人
は
単
に
表
面
上
の
債
権
者
に
過
ぎ
ず
と
云
う
が
如
き
内
部
の
隠
れ
た
る
事
実
を
対
抗
し
、
以
て
不
測
の
損
害
を
蒙
ら
し
む
る
こ
と
を
得
ざ
る
は
、
民
法
第
九
十
四
条
第
一
一
項
を
設
け
た
る
立
法
の
精
神
に
照
し
朗
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
(
同
第
十
七
巻
第
二
十
四
号
二
六
六
一
一
貝
v
。
右
判
例
に
所
謂
右
法
条
の
立
法
の
精
神
と
は
用
語
の
精
確
を
欠
く
憾
は
あ
る
が
、
民
法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
類
推
に
よ
っ
て
不
誠
意
な
る
行
為
者
か
ら
善
意
の
第
三
者
の
利
益
を
保
護
す
る
法
則
を
抽
出
し
て
適
用
し
た
の
で
あ
る
。
c
電
話
加
入
権
者
か
ら
其
の
記
名
捺
印
あ
る
加
入
名
義
変
更
申
請
書
の
交
付
を
受
け
た
る
者
が
、
不
E
に
こ
れ
を
使
用
し
て
自
己
名
義
に
書
換
え
た
る
後
之
を
他
人
に
譲
渡
し
た
る
場
合
に
、
其
の
譲
受
人
が
善
意
無
過
失
な
る
と
き
は
該
権
利
を
取
得
す
る
。
電
話
加
入
権
が
或
は
売
買
せ
ら
れ
或
は
賃
貸
せ
ら
れ
或
は
担
保
に
供
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
関
す
る
取
引
の
多
方
に
し
て
且
頻
繁
な
る
居
然
と
し
て
一
の
商
品
に
似
た
る
こ
と
、
こ
れ
を
我
邦
に
お
け
る
現
況
と
な
す
に
省
み
る
と
き
は
、
其
間
善
意
旦
無
過
失
な
る
第
三
者
を
保
護
し
こ
れ
を
し
て
電
話
加
入
権
を
取
得
せ
し
む
る
の
必
要
亦
決
し
て
御
少
な
ら
ず
と
せ
ず
。
抑
即
時
時
効
の
制
度
た
る
や
こ
れ
を
通
観
す
る
と
き
は
、
要
す
る
に
取
引
上
に
お
け
る
第
三
者
保
護
の
手
段
に
外
な
ら
ず
、
そ
の
根
底
を
貫
流
す
る
精
神
を
汲
む
と
き
は
、
本
件
の
場
合
必
ず
こ
れ
を
即
時
時
効
の
様
式
に
容
れ
な
け
れ
ば
何
等
救
済
す
る
術
な
し
と
一
式
ふ
べ
か
ら
ず
ハ
同
第
一
O
巻
第
九
号
六
七
五
頁
)
。
右
判
例
は
動
産
の
即
時
取
得
に
関
す
る
第
百
九
十
二
条
の
規
定
か
ら
動
産
に
あ
ら
ざ
る
電
話
加
入
権
に
つ
い
て
善
意
無
過
失
に
よ
る
取
得
の
法
則
を
類
推
適
用
し
た
。
成
文
法
の
全
体
の
規
定
か
ら
法
の
原
則
を
類
推
し
て
判
決
規
範
を
抽
出
す
る
こ
と
を
一
般
類
推
(
河
R
v
g
m白
色
。
肉
向
。
)
と
称
す
る
、
法
は
法
規
の
集
積
で
は
な
く
、
各
法
規
の
内
容
と
す
る
思
想
は
統
一
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
個
の
組
織
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
体
の
法
規
か
ら
適
用
範
囲
の
広
汎
な
る
法
則
を
帰
納
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
正
当
で
あ
る
。
は
法
の
根
本
原
則
(
の
口
出
血
買
E
N目立
g
仏
g
問
。
。
宮
貧
血
ロ
gm)
一
般
類
推
に
よ
っ
て
抽
出
し
た
法
則
と
呼
ば
れ
、
我
国
の
用
語
例
に
従
え
ば
条
理
で
あ
る
。
一
般
類
推
を
な
し
得
る
こ
と
は
自
明
の
理
と
し
て
我
民
法
は
独
民
法
と
同
じ
く
法
律
に
規
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
他
の
立
法
例
に
よ
れ
ば
法
律
の
規
定
で
こ
れ
を
明
瞭
に
し
た
。
瑞
民
法
第
一
条
第
二
項
填
民
法
第
七
条
伊
民
法
第
三
条
等
は
一
般
類
推
を
認
め
た
規
定
で
あ
る
(
日
)
。
何
回
目
o
n
n
o
E
H
ω
Z
S句
作
吋
aou司、∞、
N
H
N
独
民
法
草
案
第
一
条
に
は
、
法
律
に
規
定
な
き
関
係
に
つ
い
て
は
、
類
似
の
関
係
に
つ
き
存
す
る
規
定
を
準
用
し
、
こ
の
種
の
規
定
も
ま
た
存
在
し
な
い
と
き
は
、
法
律
の
精
神
か
ら
生
ず
る
規
定
を
適
用
す
べ
し
と
規
定
し
た
が
、
独
民
法
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
を
規
定
し
な
か
っ
た明
治
八
年
第
一
O
三
号
布
告
に
は
、
裁
判
事
務
心
得
に
明
文
な
き
場
合
に
は
慣
習
に
よ
り
、
慣
習
な
け
れ
ば
条
理
に
よ
る
べ
し
と
規
定
し
た
が
、
こ
の
規
定
は
一
般
類
似
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
法
の
不
備
欠
陥
は
類
推
に
よ
っ
て
補
充
せ
ら
れ
る
。
裁
判
官
は
繋
争
の
具
体
的
法
律
関
係
に
つ
い
て
の
み
職
権
の
行
使
(
吋
防
片
山
ma
-
S
R
a
g
E
n
r
g
g
)
に
よ
っ
て
判
決
規
範
を
発
見
し
て
問
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
判
決
規
範
の
発
見
は
法
規
に
常
に
拘
束
せ
ら
れ
る
発
見
で
あ
る
か
ら
、
法
の
自
由
な
る
発
見
な
る
観
念
と
異
な
る
。
法
の
自
由
な
る
発
見
(
片
足
庁
間
R
F
Z出
ロ
円
四
日
記
)
は
自
由
法
学
説
(
色
。
司
円
巳
R
o
s
z
n
F己
ゆ
)
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
説
く
所
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
は
具
体
的
法
律
関
係
を
解
決
す
る
に
あ
た
り
成
文
法
が
不
適
当
な
り
と
見
ら
る
る
と
き
は
法
規
に
反
し
て
も
自
由
に
法
を
発
見
し
て
裁
判
を
な
す
べ
き
権
限
を
有
す
る
も
法
の
適
用
四
東
洋
法
学
四
四
の
と
す
る
打
。
(
日
)
の
白
色
ω
1
.
君
g
m
o
p
ω
・
8
類
推
に
よ
る
判
決
規
範
の
発
見
が
法
の
解
釈
で
あ
る
か
、
法
の
創
造
(
問
。
n
z
g与
え
苫
ロ
間
)
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
学
説
岐
れ
る
。
裁
判
官
は
法
φ
適
用
者
で
あ
っ
て
立
法
者
で
は
な
い
か
ら
理
論
上
法
を
創
造
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
類
推
に
よ
っ
て
得
た
る
判
決
規
範
は
法
で
は
な
い
。
類
推
に
よ
っ
て
得
た
る
法
則
は
或
法
規
叉
は
法
規
の
全
体
か
ら
推
論
し
て
得
た
る
結
論
で
あ
る
か
ら
そ
の
性
質
は
解
釈
に
属
す
る
。
し
か
し
判
決
規
範
の
内
容
が
憤
習
法
ま
で
判
明
展
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
と
き
法
は
発
現
す
る
(
問
)
。
18 
開
口
H
M
m
w
n
n
O
D
E
-
z
q匂
OHaouご
ω
・
N
H
N
国
白
山
口
同
町
内
リ
回
同
戸
m
s
m
p
∞・。
類
推
に
よ
っ
て
法
則
を
発
見
す
る
こ
と
は
法
の
解
釈
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
判
例
法
(
H
N
W
E
R
B
n
E
)
は
法
源
と
な
ら
な
い
。
判
例
が
法
源
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
学
説
区
々
で
あ
る
が
、
成
文
法
制
主
義
を
採
用
す
る
大
陸
法
系
(
付
。
巳
宮
g
S
F
E
同
ゅ
の
宮
a
g
r
m
-
g)
の
我
国
及
び
独
仏
の
法
制
に
お
い
て
は
判
例
法
源
説
を
否
定
す
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
る
。
英
米
法
系
E
R
F
O
B
に
あ
り
で
は
裁
判
官
に
法
規
創
設
の
権
限
あ
り
と
説
か
れ
る
が
(
叩
)
、
判
例
の
実
際
上
の
効
用
を
重
視
(gmza州
5
2符・
同ゅの『仲間山門目。ロ
W
O
D
)
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
理
論
上
は
問
題
が
あ
る
。
大
陸
法
系
に
お
い
て
も
こ
の
説
を
な
す
も
の
が
あ
り
、
主
と
し
て
自
由
法
学
波
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
(
卸
)
。
19 
出
向
じ
ゅ
及
び
回
E
n
r巳
8
0
等
旧
派
の
説
に
よ
れ
ば
法
の
淵
源
は
成
文
法
と
慣
習
法
で
あ
る
。
裁
判
官
は
新
法
を
創
設
す
る
権
限
を
有
し
な
い
。
裁
判
官
は
既
に
慣
行
に
よ
り
法
と
し
て
既
に
成
立
す
る
慣
習
を
適
用
し
て
裁
判
す
る
。
判
決
は
慣
習
法
の
成
立
を
証
明
す
る
に
止
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
〉
C
E
E
の
唱
導
す
る
新
派
の
説
に
よ
れ
ば
、
法
の
根
源
を
国
家
の
命
令
叉
は
承
認
に
も
主
め
、
法
は
直
接
の
立
法
に
よ
り
て
成
立
説
に
よ
れ
ば
、
し
、
叉
は
裁
判
官
の
裁
判
に
よ
り
て
成
立
す
る
。
判
例
は
国
家
の
機
関
た
る
裁
判
前
が
法
と
し
て
命
令
若
し
く
は
承
認
す
る
に
よ
り
法
た
る
効
力
を
発
生
す
る
。
裁
判
官
は
判
例
法
創
設
の
権
限
を
有
す
る
。
国
Mw-p
出
2
2
3
a
s
o
n。
5
5。
ロ
戸
m，
F
K
H
o
p
司
・
ミ
・
〉ロ
ω
t
p
F
o
n
A
E古川市山。口一『ロー同町
ω匂
2
H円四
03の
ゆ
。
吋
己
回
。
匂
伊
口
。
ω。
匂
吋
岡
山
、
。
四
句
。
ω庄町
40
円削
wdq・
問
。
仏
・
同
】
・
日
ω∞・
20 
自
由
法
学
説
に
よ
れ
ば
法
に
欠
陥
あ
り
、
そ
の
欠
陥
に
つ
い
て
は
裁
判
官
の
法
の
自
由
な
る
発
見
(
骨
巳
同
R
Z丸
山
口
仏
ロ
ロ
ぬ
)
に
よ
っ
て
社
会
生
活
の
実
際
に
適
合
す
る
裁
判
が
な
さ
れ
る
。
叉
裁
判
官
は
法
規
に
拘
束
せ
ら
る
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
法
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
自
由
に
発
見
せ
ら
れ
た
る
法
は
自
由
法
(
昨
z
g
同
ゅ
の
げ
乙
で
あ
る
。
こ
の
説
は
一
八
九
九
年
以
来
仏
に
於
て
は
の
雪
印
可
(
富
岳
町
。
品
。
円
吉
伸
。
吋
匂
一
円
。
神
丘
町
。
ロ
丘
ω。ロ一
5
2
0口
広
円
。
山
仲
間
}
己
4b
旬。
ω同伴氏、司
ω巴
ω
嵐
山
這
)
独
に
お
い
て
は
関
口
問
品
川
口
同
町
一
円
znF(司
円
。
向
。
問
。
nF-円
丘
町
白
色
口
出
関
口
白
血
肉
同
巳
o
悶
R
Z
ω
d
ユω
omω
のげ
ω
F
S
O
ω
〉
及
び
の
ロ
ωodω
司
E
J
L
C
ω
(
H同
俗
図
件
。
吋
。
d『向。
N
〉
(
U
2
同
ω
B
E
C自
己
目
。
問
。
。
伊
丹
ω・
4
『
2
8ロ
ωの吋
M
m
岡
山
件
、
巴
。
。
)
等
の
学
者
に
よ
り
唱
導
せ
ら
れ
、
独
仏
其
の
他
の
法
学
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
所
謂
自
由
法
運
動
な
る
も
の
が
興
り
法
学
に
新
生
面
を
開
い
た
が
、
こ
の
説
は
現
代
に
於
て
は
一
般
に
支
持
さ
れ
な
い
(
の
何
百
0
2
1
4〈
g
m
o
p
m・
8
・開同
5
2
8
2
ω
Z
S
宮
E
3・
∞
-
N
h
H
H
)
 
自
由
法
学
派
に
属
し
な
い
問
。
ロ
g
仏
n
g
R
W
は
裁
判
官
に
法
を
創
造
し
得
る
権
限
あ
る
こ
と
を
認
め
ん
と
す
る
。
そ
の
説
に
よ
れ
ば
成
文
法
と
慣
習
法
に
は
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
が
必
ず
補
充
せ
ね
ば
な
ら
な
い
明
瞭
な
欠
陥
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
裁
判
所
は
自
由
な
意
思
で
、
(
目
ω-
s
d匂回目】
Mg己
で
裁
判
を
な
す
べ
き
か
、
或
は
成
文
法
や
慣
習
法
の
外
に
欠
陥
を
補
充
す
る
法
の
発
見
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
か
、
も
し
裁
判
官
が
欠
陥
を
補
充
す
る
法
を
発
見
す
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
類
推
若
し
く
は
法
律
生
活
の
必
要
(
k
p
S
S
M
-。
。
仏
2
a
g
問
。
色
町
同
宮
町
内
凶
g
同
R
F
Z
Z
Z
D
ω
)
は
法
源
と
な
る
。
(
問
。
ロ
E
仏
門
。
ω
m
n
F
。
kp丘
ゲ
岡
田
・
ω
・
3
法
の
本
質
は
法
の
拘
束
力
で
あ
る
。
法
の
拘
束
力
の
根
源
に
つ
い
て
学
説
岐
れ
る
。
司ロの
F
S
及
び
ω雪山
mDM1
等
歴
史
法
学
波
の
法
の
拘
束
力
は
、
一
般
に
法
た
る
こ
と
の
確
信
(
〈
。
-E与
R
N
g
m
g
m
)
に
基
ず
く
と
な
し
、
通
説
に
よ
れ
ば
法
は
法
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
共
同
意
思
(
当
邑
2
0宮
向
。
。
sagn甘
え
仲
)
の
表
現
で
あ
る
と
す
る
(
幻
)
。
法
の
内
容
は
、
命
令
許
法
適
の
用
四
五
東
洋
法
学
四
/、
容
で
あ
る
、
命
令
許
容
は
意
思
活
動
で
あ
る
。
法
の
拘
束
力
は
、
遵
守
す
る
の
意
思
に
基
ず
く
の
で
あ
る
。
確
信
は
、
法
形
成
の
意
思
〈
円
ゅ
の
F
E
E
5
2
a
g
d司
ロ
目
。
ロ
)
を
決
定
す
る
重
要
な
動
機
と
な
る
一
般
が
法
の
拘
束
力
を
確
信
す
る
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
な
く
、
法
を
他
の
動
機
と
の
共
同
作
用
に
よ
っ
て
意
思
は
決
定
さ
れ
る
。
る
。
そ
の
発
現
の
形
式
は
、
成
文
法
に
お
い
て
は
立
法
機
関
の
立
法
行
為
で
あ
り
、
慣
習
法
に
お
い
て
は
共
同
意
思
が
法
と
し
て
一
般
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
現
す
る
。
従
っ
て
、
判
例
法
の
観
念
を
以
て
裁
判
官
に
法
を
創
設
す
る
権
限
あ
り
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
が
唯
一
の
動
機
で
は
な
く
、
法
は
、
共
同
意
思
の
表
現
に
よ
っ
て
発
現
す
い
、
裁
判
官
は
立
法
者
で
は
な
く
、
常
に
法
の
適
用
者
で
あ
る
。
阿
倍
SAWのの
0
2
M
M
w
z
e
m
O叫
aouご
ω・
H
N
ω
